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＜連絡事項＞
・インフルエンザ拡大防止のため、作業・活動、A・Cユニット患者様の喫煙は中止となっ

ている。買い物については患者様にほしいものを確認した後スタッフが購入を行ってく

ださい。

・南A・Bユニット入り口前にスタンド型の消毒液を設置いたしましたので、消毒をこまめ

に行ってください

・レストランについてですが、夕より台車での提供となります。

＜患者様連絡事項＞

・高橋　伸治様～本日インフルエンザテスト施行。結果A型陽性。隔絶対応実施している。

ラピアクタ処方となり点滴している。朝昼の食事は食欲ないとの事で不

食されている。水分は声掛けにて摂取出来ている。

・馬場　清様～本日インフルエンザテスト施行。結果陰性となっている。10：30体温37.9℃

あり、主治医よりマスクの着用を促されるも外している。自室で過ごす事

出来ずホール内を徘徊されている。13：30自室で倒れているのを発見。田名部Drへ状態報告。田名部Dr来棟され、処置実施しているも改善みられず。家族連絡し市民病院へ検査しに行かれている。

・北野　はるゑ様～本日インフルエンザテスト施行。結果陰性となっている。日中37.8℃

あるためレボフロキサシンが処方となっている。落ち着き無くホール

内の徘徊見られている。

・佐藤　守様～インフルエンザA型の為隔絶対応実施中。日中は37.4℃あるも、「動きたいい」との発言聞かれている。午後マスクせず部屋から出て来る事あり介入行っている。

・古館　アツ子様～昼食後の服薬時「便が出にくい。ティッシュを濡らして指を入れた。いぼ痔みたいだ」と訴えあり。主治医へ情報提供する。

・鳥谷部　洋次様～体温37.3℃で経過している。酸素2Lにて酸素飽和濃度98％維持して

いるため、酸素１Lへ減量する。減量後、酸素飽和濃度90～91％へ低下し、酸素2Lへ増量している。

・柿本　榮子様～朝より38℃台の発熱あり、インフルエンザテスト施行。結果Ａ型陽性。

ラピアクタ処方となり点滴行っている。療養環境変更のためＡユニット

１５号室へ移動し隔絶対応実施している。

・河原木　泰志様～３８℃台の発熱あり、本日インフルエンザテスト施行。結果Ａ型陽性。

13号室にて隔絶対応実施している。ラピアクタ処方となり点滴行って

いる。飲水促すと摂取は出来ている。

・三浦　久司様～３７℃台後半の本日インフルエンザテスト施行。結果Ａ型陽性。13号室

にて隔絶対応実施している。ラピアクタ処方となり点滴行っている。水

分や食事は摂取出来ている。

＜隔離患者様ケース検討＞
・小林　浩哉様～終日隔離中。開放観察実施中(11:00～12:00、15:00～16:00)。妄想発言なく経過し開放観察中、問題行動なく過ごされている。入浴も促しで拒否無く入られている。入室拒否はない。引き続き、精神症状の観察をし、開放観察中の他者トラブルのないよう注意していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。開放観察開始実施中(10:00～11:00、14:00～15:00)。食事は

見守り行いかき込み・口腔内への溜め込みなく摂取されている。入室時の

拒否あり男性スタッフで対応行っている。開放中はスタッフに付きまとう

行動あるも粗暴性はない。引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意し、

日常生活援助を行っていく。

・中川原　義雄様～終日隔離中。対面時、興奮･易怒性はない。要求時のみ大声で叫ばれた

りされている。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・竹内　功様～午前中は落ち着いて自室で臥床されているも、午後電話要求あり、終了後

より些細な事ですぐに易怒的となり、口調を荒げている。スタッフ介入に

も落ち着く事が出来ず。引き続き、精神症状の観察をし、他者トラブルに至らないよう看護介入していく。

・木村　格治様～隔絶対応中。水分摂取は適宜行えている。解熱し、安静保持できており

依存的発言は聞かれず。引き続き､症状の観察を行っていき、感染拡大に

注意していく。

＜伊藤Ｄｒ診察＞

小林　浩哉様～診察中も、椅子に座り両下肢を挙げ筋トレをしている。「みんなが部屋に戻れるかとか､雪に埋もれないかと心配で。」と話している。また、Ｈ．Ｔ様やＳ，Ａ様等特定の名前を出し心配だと反している。ブロチゾラム中止となり、ネルボン（10）1Ｔ追加となる。

藤井　孝蔵様～診察中、表情硬くし、主治医へ「ベトナム人がなんですか。」と発言聞かれている。臨時薬コントミン25mg→50mgへ増量となる。

高橋　ミツ様　～帰宅要求あり。睡眠不安定である事情報提供。デパケンR（200）2T、ルネスタ（1）追加となる。

馬場　　清様　～主治医より、ニュースについて聞かれると的はずれな発言なく返答している。ニセルゴリン（5）6T　3×nde、ドグマチール（50）2T　2×朝夕後追加となる。

　　　　　　　　

山辺　博彦様　～先週の診察後、薬剤調整行ってから気分の落ち込みや不安感は改善されたとの事。しかし、熟睡感が無い事を話し、エアスタゾラム（2）2T追加となる。1/30退院予定となる。あおぞらクリニックへ2/2　14：00初外来となる。

・熊野　文吉様～帰宅要求あり、粗暴的な行動ある事情報提供する。臨時薬は同内容４日分処方となる。

＜伊藤Ｄｒ診察＞

・川井　尚子様～退院日について1/30に決定している。初外来日は2/12　10：30となっ

ている。

＜皮膚科診察結果＞

小舘　アイ子様～　両乳房下　陰股部　　間擦性湿疹　　エキザルベ軟膏処方

☆　他　処置継続となる。

